
 

 

ガバナー公式訪問 

（横芝光町文化会館） 

 

10：40 集合・打合せ 文化会館１Ｆロビー 

11：00～12：00 懇談会（文化会館１Ｆ相談室） 

寺嶋ガバナー・志田ガバナー補佐・神野地区幹

事長､土屋副会長､倉石幹事､高田会長エレクト 

11：00 会場設営  全会員集合  

     

例 会 12:30 点鐘 

「君が代」ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」              

「四つのテスト」唱和 

副会長挨拶 

幹事報告 

本日のプログラム 

本日のお客様 ガバナー   寺嶋哲生様 

ガバナー補佐 志田延子様 

地区幹事長  神野美明様 

柏ＲＣ    今山利猛様                          

財団特別寄付認証 

委員会報告 

卓話（ガバナー寺嶋哲生様） 

 

クラブ協議会 13：40  

討論会 第一部 会長によるｸﾗﾌﾞ運営方針 他 

    第二部 直前会長によるクラブの課題と対策案 

   第三部 ガバナーとの質疑応答 

15：10 閉会の点鐘（記念撮影） 

終了後、あづま庵にて懇親会 

 

 

 

寄 付 

     鈴木恭一会員 ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ PHS 4 回目 

   石田喜一会員 ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ PHF 2 回目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会報告（平成 29 年 9月 21 日） 

平成 29年 9月 28日発行 NO.2196 第 2349例会  会長 前川 成吉   幹事 倉石 昌治   会報委員長 桜井 隆宏 

寺嶋ガバナーより石田会員へ認証バッヂが贈られました 

志田ガバナー補佐 / 寺嶋ガバナー 

神野地区幹事長 / 今山様（柏ＲＣ） 



幹事報告 

副会長挨拶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長代理挨拶を申し上げます。 

前川会長よりメッセージが届いておりますので、原

文のまま紹介し私の挨拶に代えさせて頂きます。 

 

前川会長より 

本日は、ガバナー 寺嶋哲生様、ガバナー補佐 志田

延子様、地区幹事長 神野美明様、柏ＲＣ 今山利猛

様、公式訪問にお越し頂きありがとうございまし

た。かねてから、本日、楽しみにして参りました

が、不徳の致すところにより病に勝てず、会長職で

ありながら出席することができず申し訳ございませ

んでした。価値ある卓話、そして有意義な協議会と

なり、ロータリークラブの未来への発展と繋がる有

意義な一日となりますようお祈りいたします。 

 

以上となります。 

引き続き会務報告を致します。 

9月 17日 倉石幹事、鈴木匡哉会員計 3名で入院

先の国立国際医療研究センター国府台病院までお見

舞いに行き、慶弔等に関する内規に従い傷病見舞金

をお届けしてきました事を報告いたします。 

会長は術後経過が良く非常に元気でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。本日このような良いお天気の中 

ガバナー公式訪問を迎える事が出来ました。本当に 

ありがとうございました。また、早い時間から会場

準備に携わって頂いた方、本当にご苦労様でござい

ました。本日 11時からこの文化会館の 1Ｆで懇談

会を開かせて頂きました。ロータリー歴の若い私で

すが、ロータリーとはこんなものなのだとつくづく

再認識いたしました。少しでも近づければと思う 1

時間でした。本当にありがとうございました。 

 

①例会のお知らせ 

・小見川ＲＣ 

②会報受領クラブ 

・成田コスモポリタンＲＣ ・八日市場ＲＣ 

③ガバナー事務所より 

・ガバナーノミニ・デジグネート（2020-21 年度ガ

バナー）の公表のご案内 

・九州北部豪雨災害に対する義援金の御礼とご報告 

・フェローシップ委員会後援の野球リーグ マリン

大会のご案内 

④その他 

・ﾊｲﾗｲﾄよねやま 210号（2017年 9月 13日発行）

が届いております。 

 

 

 

 

「 地区運営に当たって 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度ガバナーを仰せつかっております寺嶋でござ

います。本日は、成田空港南ロータリークラブの例

会に出席させていただき、大変光栄に存じます。こ

の卓話では、RI会長テーマや私の運営方針など、

只今私の思うところを縷々お話し申し上げます。 

始めに、2017-18 年度、RI 会長テーマについて、話

を申し上げます。イアン・ライズリー会長が公表さ

卓話 

第 2790 地区ガバナー  寺嶋 哲生様 



れた会長テーマは、英文においては「Rotary : 

Making a Difference」、日本語訳では「ロータリ

ー：変化をもたらす」でございました。このテーマ

をどう解釈すべきであるか。ライズリー会長の記さ

れた文章や講演から、会長はこのテーマを通じて次

の三つの事柄について言及していると思います。 

一つ目は、RIが推奨してきた世界有数のボランテ

ィア団体を目指すとする方向性を、会長自らも継承

し、推進するという事。二つ目は、その為に、私達

ロータリアンには実践的・具体的な奉仕プロジェク

トを強く推奨するという事。三つ目は、その奉仕プ

ロジェクトは、決して自己満足に終始することな

く、受益者の人生や境遇を変える結果を伴うものと

すべき事。ライズリー会長の真意はこのようなもの

であると、私は理解致しました。 

さて、実践的な奉仕プロジェクトを推奨し、かつ、

柔軟性を導入した RIですが、しかし私は職業倫理

を中心とした奉仕の理念を決して忘れた訳ではない

と考えております。昨年名古屋で行われた情報研究

会において、前 RI会長であるジョン・ジャーム氏

は、「2016年の規定審議会において、ロータリーの

運営方法については大幅な柔軟性が認められた。し

かし、ロータリーの目的や中核的価値観には全くの

変更はなく、ロータリーの本質は些かも変わってい

ない。」と述べられております。同様の発言は、先

の国際協議会において、ライズリー会長もされてお

ります。 

では、今後のロータリークラブは、どのような存在

意義を持つのか。私の地区運営の基本的な考え方を

ご説明する前に、只今日本が置かれた時代背景から

考えてみたいと思います。まずは、日本のマクロ経

済の動向から、ロータリーを考えます。 

只今の日本政府の累積債務が、1000兆円を超え、

GDP の２倍を超える水準にまで拡大している事。こ

れは、皆様ご承知の通りです。2015年の春であり

ましたが、当時自民党の政調会長であった稲田氏

は、2020年までにプライマリーバランスが均衡で

きない場合、日本政府は実質的な財政破綻状態に陥

る可能性があると発言されております。では、只今

の日本のプライマリーバランスは、どのような状況

にあるのか。財務省の試算によれば、仮に消費税率

を 10％に引き上げ、名目で３％、実質で２％の経

済成長を達成したとしても、なお８兆円が不足する

との事であります。そして現実は、消費税率を８％

に上げただけにも関わらず、現在の経済成長率は

３％成長には程遠い。稲田氏の見解が正しいとすれ

ば日本は実質的な財政破綻状態に陥る事になってし

まいます。私は、ここ最近、日本の財政に対する危

機が、殆ど語られなくなったという印象があります

が、その事が逆に事態の深刻さを物語っているよう

に思えてなりません。 

とすれば、今後の日本で起きるであろう経済的な逆

境にあって、否応なく輝きを増すのは、ポール・ハ

リスの標榜したロータリーでありましょう。ポー

ル・ハリスに、あなたは何故ロータリーを作ったの

ですか、と問うたところ、「寂しかったから」と答

えたという有名なエピソードがあります。恐らくポ

ール・ハリスが欲したものは、信頼できるコミュニ

ティーではなかったか。殺伐とした時代に在って、

安らぎを感じられる人間関係。そんな、安心できる

コミュニティーを欲していたのだと思います。ロー

タリー創世記にあった得難い存在感、それが再び重

要性を増す、私はそんな風に感じております。逆境

にあってこそ存在意義を増す、ロータリークラブと

はそんな存在であると私は考えております。 

次に、今後の人口動態から、戦略計画の重要性につ

いて考えてみたいと思います。既に、只今の日本の

総人口が減少に転じている事は、皆様ご承知の通り

です。問題は、総人口の減少のみならず、それを上

回る速度で進む生産年齢人口の減少と、高齢化の問

題でございます。只今の世代別の人口分布を見れ

ば、70歳を目前に控えた団塊世代が、ひときわ大

きく突出をし、その次のピークは只今 40歳前後の

世代、いわゆる団塊ジュニアです。団塊・団塊ジュ

ニアに続く、第三のピークは存在しておりません。

すなわち、団塊ジュニアが死ぬまで、この歪んだ人

口分布が解消される事はない。つまり、解消までに

40年近い歳月が必要である事になります。 

生産年齢人口を非生産年齢人口で除した数字。これ

が 2を超えている状態を、人口ボーナスと呼ぶそう

です。嘗ての日本の高度経済成長期が、まさに人口

ボーナス期でありました。「成長は全てを覆い隠

す」という格言がありますが、確かに高度経済成長

期は、殆どの投資が肯定された時代でした。しか

し、只今のような人口オーナス、ダウンサイジング

の時代には、問題を放置すれば傷口は更に広がる。

すなわち、時が解決してくれない時代であると言え

ましょう。ロータリーも、例外ではありません。不

作為は、すなわち衰退を意味します。RIが推奨す

るように、戦略計画が必要となる時代に入ったと言 



うべきでありましょう。 

理想的には、地区内の全クラブが、夫々に個性あふ

れるクラブを目指し、独自の戦略計画を立案して実

行する。将来的には、こんな状況を目指すべきであ

りましょう。とすれば、まず取り組むべきは、夫々

のクラブが問題点を抽出し、課題を明確にして、会

員相互に共有する。それを端緒に戦略計画の糸口と

して、将来的な戦略計画立案に向けて一歩を踏み出

す。本年度は、そんな一年とされては如何でありま

しょうか。 

私は、只今現在、継続性を担保する合意形成の手法

が未整備である事。それが、2790地区の課題であ

ると考えております。地区においても、本年は、戦

略計画を立案する為のスキームを作る事。それが大

切であると、私は考えております。では、どう対応

したら宜しいのか。次に、2017-18 年度の地区運営

に当たり、留意すべき基本的な考え方について、三

つの視点から考察を試みます。 

第一の視点は、理念と実践です。かの決議 23-34が

採択される前夜は、職業倫理を重視し、奉仕活動に

おいては、隠匿の美を是とする理念派。そして、金

銭的奉仕や身体的奉仕といった、実践的な奉仕活動

を是とする実践派。この理念派と実践派が、その対

立を深めていたと聞き及びます。ロータリークラブ

の設立が 1905年でありますので、設立から僅か 18

年目の出来事です。加えて、メルビン・ジョーンズ

によるライオンズクラブの設立が 1917年でありま

すので、ロータリーは創立後の間もない時期から、

この二つのスタンスに介在するジレンマと対峙して

いたのだと言えましょう。 

只今の RIは、世界有数のボランティア団体を目指

し、DLPや CLPを推奨しております。 

しかしその方向性に対しては、ロータリーの根幹を

成すべき職業倫理を軽んじているとの批判を間々耳

に致します。他方、実践派からは、理念にのみ拘泥

されるスタンスは、もはや世界の潮流に逆行し、頑

なな姿勢はロータリーの衰退に繋がるとの批判もあ

るようです。 

では、これらの見解やスタンスの相違をどう咀嚼

し、どう解釈したら良いのか。結論から申し上げる

なら、私はこの事自体が、ロータリーの健全さを端

的に示す証であると考えます。どちらのスタンス

も、共にロータリーに対して真摯に向き合う姿勢の

結果であり、健全な自己批判の現れである。更に私

見を加えるなら、この二者は決して択一でなく、共

存が可能である。理念を掲げ、同時に実践を示す事

は、ロータリーを有意義ならしめる事こそあれ、名

誉を損なうものではない。理念は実践を否定せず、

実践は理念を否定しない。私は、そのように考えま

す。 

第二の視点は、事業と運営です。平成 20年から施

行された公益法人の認可基準によれば、財団や社団

が公益性を認定される基準として、「公益目的事業

比率」という概念が提示されました。公益法人の支

出する公益事業費は、運営費を加えた経常的支出に

対し、50％を超えていなければならないというルー

ルです。そもそも公益事業とは、「不特定かつ多数

の福祉の向上に資するもの」と定義されます。です

から、例えばロータリーの行う親睦事業。 

この受益者は会員自身という事ですので、不特定多

数ではありません。従って、これは共益的な事業で

あって、公益事業としては認められない事になりま

す。ロータリーの行う社会奉仕や国際奉仕・青少年

奉仕といった奉仕プロジェクト、加えてロータリー

財団や米山奨学会に掛かる事業費が、公益事業費と

して認められる事になります。 

勿論、ロータリークラブは法人化されていない任意

団体でありますし、公益性の認定を目指している訳

ではありません。そもそも、会員間の親睦といった

共益的事業も、極めて重要な事業の柱の一つであり

ますから、公益目的事業比率を 50％以上にすべき

蓋然性はありません。しかし、RIが世界有数のボ

ランティア団体を目指しているのであれば、私達の

支出する会費の使われ方が、幾許かでも公益的に使

われる比率を高める。そんな意識は、大切であると

考えます。 

第三の視点は、継続と革新です。決議 23-34 の第 4

項「奉仕する者は行動しなければならない」から始

まる条文には、「いずれのロータリークラブも、毎

年度、何か一つの主だった社会奉仕活動を、それも

毎年度異なっていて、できればその会計年度内に完

了できるようなものを後援する事が望ましい」と記

されており、単年度主義が明確です。また第 5項に

は、「いかなるクラブも、ロータリーの目的を無視

したり、ロータリークラブ結成の本来の目的を危う

くするような社会奉仕活動を行ってはならない」と

記されており、この文章を始めとする決議 23-34に

散りばめられた精神は、ロータリーを志す人間の姿

勢を明確にし、職業人として取り組むべきは自らの

スキルを活かした職業倫理の実践であるべきである



とし、金銭的身体的な奉仕活動はアマチュアリズム

の限界を正しく認識して取り組むべきであるとの内

容を謳っている様に思います。私は、この事には、

この上なく良質なロータリーの節度を感じます。私

は、職業こそが最大の社会貢献であると考えており

ますゆえ、この精神には、深く感銘し共感を覚えま

す。恐らくは、日本のロータリアンが薫陶を受け、

今なお敬愛するロータリーとは、このような存在で

あったのだと思われます。 

しかしながら、近年の RIの目指す方向性は、陰徳

の美から陽徳の団体への変質を求めており、更には

戦略計画委員会の設置が推奨されるなど、事業の継

続性が推奨され始めております。実際、ポリオプラ

スに代表されるロータリー財団の行う各種事業は、

単年度では全く意味をなさない壮大な事業である。

まさに、継続は力なりを体現する、プロフェッショ

ナリズムに満ちた奉仕活動であります。先に開催さ

れた国際協議会においても、RI会長は繰り返し

「持続可能性と継続」について口述されておりまし

た。私は、「持続可能性」とは自律的に継続可能と

なる事業の質についての概念である。一方「継続」

とは、事業の効果を高めるためのリーダーシップの

継続を意味しているものと理解致します。いずれに

せよ、RIは従来の単年度主義を超え、より責任を

伴う奉仕プロジェクトを要求しているものと感じま

すが、如何でありましょうか。 

最後に、地区の戦略計画委員会について、お話を申

し上げます。先に、人口動態と戦略計画についてお

話申し上げましたが、人口減少期においては、不作

為は事業の衰退を意味致します。しかし、永年、単

年度主義を旨として来たロータリーですから、複数

年度に渡る事業継続の意思決定方法が、未整備であ

ると考えます。それは、2790 地区においても例外

ではなく、故に、戦略計画委員会を恒常的に機能さ

せ、地区の戦略計画に反映させる事。それが、私の

最も重要なミッションであると考えております。 

私の考える地区戦略計画委員会は、ガバナー・ガバ

ナーエレクト・ガバナーノミニー・ガバナーノミニ

ーデジグネイト・直前ガバナー・前前年ガバナーよ

り構成される委員会とし、必要に応じて、実務レベ

ルの検討を行う委員を任命致します。地区におい

て、単年度では意味をなさない事業計画や、一年間

で合議に達する事が難しい改変等を審議立案する事

を目途と致します。当面の課題として、櫻木年度に

おいて提起された、分区の再編・地区事務所の設

置、および、地区の法人化を検討したいと考えま

す。どれもが、賛否両論ある重要な命題です。短兵

急に結論を導くのは、適切ではありません。である

が故に、情報を集めて課題を整理し、得失を明らか

にして合意を形成し、最終的な是非を判断する。そ

んな機能を有する戦略計画委員会が、必要であると

考える次第です。 

以上、初めに RI会長テーマ、次いでマクロ経済か

ら考えるロータリーの存在意義と、人口動態から見

た戦略計画の必要性をお話し、合わせて私の運営方

針について基本的な考え方をご説明申し上げまし

た。本年度、成田空港南ロータリークラブの活動が

実り多いものとなります事を心より祈念し、私の卓

話とさせて頂きます。ご清聴に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

討論会 

第一部 ①会長によるクラブ運営方針 

（発表 土屋俊夫副会長代読） 

②親睦活動担当者による活動案 

（発表 花澤昇一親睦委員長） 

③研修担当者による研修計画 

（発表 冨一美クラブ研修委員長） 

④会員増強担当者による増強計画 

（発表 内田裕雄会員増強委員長） 

⑤奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当者による実施計画 

（発表 渡邊孝文社会奉仕委員長） 

⑥ﾛｰﾀﾘｰ財団担当者による活動計画 

（発表 桜井隆宏Ｒ財団委員） 

⑦米山奨学会担当者による活動計画 

（発表 越川忠米山委員長） 

⑧ガバナー講評 

クラブ協議会 



第二部 ①直前会長によるクラブの課題と対策案 

（発表 渡邊孝文直前会長） 

②ガバナー講評 

第三部 ①クラブからの質疑とガバナーによる応答 

 

 

懇 親 会           あづま庵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川島宭君 

  …孫娘の有紗さんが成東高校から青山学院大学

経済学部に学校推薦されて合格が決定致し

ました。 

青柳誠君・越川博光君・越川忠君・土屋俊夫君 

向後雅生君・冨一美君・内田裕雄君・小林定雄君 

石田喜一君・古西弘和君・行木英夫君・市原豊彦君 

伊藤元雄君・渡邊孝文君・倉石昌治君・安藤卓造君 

花澤昇一君・桜井隆宏君 

  …ガバナー公式訪問ありがとうございます 

 

本日計    21,000 円 

累 計   177,004 円 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコニコボックス 

例会日 会員数 出席 

9 月 21日 34 24 

 

出席率に
用いる数 ％ 

32 75.00 

 

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★ 

出席報告 


